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[1] 事業活動の概要  

1)事業所名及び代表者氏名  有限会社 平澤興業 

              代表取締役 平澤 良夫 

2)事業所名と所在地    

    本社 ( 登記上)    〒343-0844 埼玉県越谷市大真野町 4 丁目 212 番地 3 

営業所         〒343-0844 埼玉県越谷市大間野町 5 丁目 240 番地 1   

越谷中間処理場  〒343-0844 埼玉県越谷市大間野町 4 丁目 287 番地 1 

市川中間処理場  〒272-0127 千葉県市川市塩浜 2 丁目 27 番 

台貫所         〒343-0844 埼玉県越谷市大間野町 4 丁目 320 番地 1 

駐車場      〒343-0844 埼玉県越谷市大間野町 4 丁目 87 番地 1 

製品置き場    〒343-0844 埼玉県越谷市大間野町 4 丁目 288 番地 1 

製品置き場    〒343-0844 埼玉県越谷市大間野町 4 丁目 270 番地 1    

 

3)環境管理責任者氏名及び連絡先  

・環境管理責任者 丸田 良乃 

                ・連絡先 〒343-0844 埼玉県越谷市大間野町 5 丁目 240 番地 1 

                TEL: 048-987-0830   FAX: 048-987-0767 

4)事業の概要     ・法人設立: 昭和 57 年 11 月 12 日 

・法人設立: 昭和 57 年 11 月 12 日 

           ・資本金 : 2,500 万円 

           ・年間売上高: 816 百万円(2021 年 8 月～2022 年 7 月) 

           ・従業員 : 25 名        

5)対象範囲    

   (1)認証・登録範囲  産業廃棄物収集運搬業。産業廃棄物中間処理業 

   (2)環境活動レポートの対象期間及び発行日 

                    対象期間：2021 年 8 月 1 日～2022 年 7 月 31 日 

                    発行日 ：2022 年 10 月 17 日 

   (3)対象事業所    上記(2)事業書名と所在地に記載したとおり 

6)組 織 図  

(2021 年 9 月 1 日現在) 

                          

 

        （合計 25 名） 

                 (役員 3 名) 

                                       

 

                                                            

 

 

     

(3 名)         (12 名)          (4 名)         (3 名) 

社  長 

環境管理責任者 

 

市川中間処理場 

  

事務担当 

 

 

 

運搬部 

  

 

越谷中間処理場 
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≪役割・責任≫  

社  長   

(1)環境マネジメントシステムの実施及び管理に不可欠な経営資源を必要に応じて提供する。 

(2)環境マネジメントシステムの確立、実施、維持の責任と権限を有する環境管理責任者の任命 

(3)環境方針の制定、改訂、周知 

(4)環境経営マニュアル、会社規定、手順書の制定、見直しにおける承認 

(5)環境管理に関する諮問及び審議機関としての環境会議の設置と開催の指示 

(6)環境活動計画書、環境目標・活動計画／進捗管理表の承認 

(7)環境教育訓練計画／実施記録の承認 

(8)マネジメントレビューの実施 

(9)課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者  

(1)環境関係法令等登録表／遵守評価記録の承認 

(2)環境経営マニュアルの作成 

(3)環境活動計画書、環境目標・活動計画／進捗管理表の作成 

(4)環境教育訓練計画／実施記録の作成 

(5)外部環境情報の窓口及び報告書の作成 

(6)遵法性評価の実施 

(7)是正処置、予防処置の指示・有効性の確認 

(8)マネジメントレビューのための情報提供、及び記録の作成 

各部門責任者 

(1)環境目標・活動計画の実施 

(2)教育・訓練、緊急事態対応テストの実施 

(3)是正処置、予防処置の実施 

 

7) 許可の内容 

(a) 産業廃棄物処分業  

①越谷市  

許可番号 ：12120015173 

        許可年月日：R2.12.17  許可期限 ：R9.11.19 優良認定取得 

    事業の範囲：中間処分業(脱水、固化、造粒固化) 

脱水･汚泥(無機性のものに限る) 

固化･汚泥(脱水施設にかけられないセメント混合汚泥に限る) 

造粒固化・汚泥(無機性のもので含水率 85%以下のものに限る) 

②千葉県  

許可番号 ：第 01220015173 

        許可年月日：R3.6.7  許可期限 ：R10.3.22  優良認定取得 

    事業の範囲：中間処分業(脱水、調泥及び混練) 

脱水･汚泥(無機性の汚泥に限る) 

          調泥・汚泥(建設工事に係る汚泥に限る) 

          混練・汚泥(建設工事に係る汚泥に限る) 
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③処理場の処理能力及び保管能力 

      越谷中間処理場 市川中間処理場 

処理能力 

脱水：9.9 ㎥/日 

固化：9.9 ㎥/日 

造粒固化：800 ㎥/日 

脱水：3.2 ㎥/日×3 

調泥：480 ㎥/日×1 

混練：240 ㎥/日×1 

保管能力 

地下ピット：21.6 ㎡×深さ 4m×1 基 受入汚泥：30 ㎥×2 

地下ピット：22.4 ㎡×深さ 4m×1 基 脱水汚泥：50 ㎥×1 

地下ピット：22.4 ㎡×深さ 4m×1 基  

地下ピット：348.7 ㎡×最深部 2.5m、 

高さ 2.0m×1 基 
 

     

④処理工程図 

   ④-(1) 越谷工場の工程 

 

 

④-(2) 市川工場の工程 (水を多く含む汚泥に採用) 
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    越谷処理場の脱水装置            市川処理場の脱水装置 

(b) 産業廃棄物の収集運搬 

 ＜許可の内容＞     

   

許可番号 許可年月日 
許可有効 

年月日 

汚
泥 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ

ラ

ス

く

ず

・

コ

ン

ク 
 
 

リ
ー
ト
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず 

陶
磁
器
く
ず 

が
れ
き
類 

福島県 
第 00707015173 

優良認定 
R4.1.28 R11.1.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

茨城県 
00801015173 

優良認定 
R3.10.28 R10.8.31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

栃木県 
00900015173 

優良認定 
R2.11.2 R9.11.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

群馬県 
01000015173 

優良認定 
R2.8.31 R9.8.30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

埼玉県 
01107015173 

優良認定 
R3.11.22 R10.11.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

千葉県 
第 01200015173 

優良認定 
R2.3.23 R9.3.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

東京都 第 13-00-015173 

 優良認定 
H31.4.1 H38.3.31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

神奈川県 01401015173 

優良認定 

R2.3.2 R9.1.23 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

新潟県 01509015173 

優良認定 
R2.11.2 R9.10.30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

山梨県 01900015173 

優良認定 
R4.1.28 R11.1.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長野県 2009015173 

優良認定 
R2.11.14 R9.11.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

静岡県 第 02201015173 

優良認定 
R2.10.18 R9.10.17 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 

         ＊特別管理産業廃棄物であるものを除く 
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許可を受けた産業廃棄物について、事業者から運搬・処分の委託を受けた場合は産業廃棄物の処理及び清掃

に関する法律に基づく契約を締結し、排出事業者からマニフェストの交付を受け、自社の中間処理施設に運

搬し適正に処分します。 

 

(c)建設業（登録認定範囲から除く） 

   埼玉県 許可番号 一般 46798   種類／とび・土木工事業 

 

(d)計量証明事業 

   登録年月日 平成 21 年 6 月 12 日 

    登録番号  第 334 号 

    事業所   千葉県市川市塩浜二丁目 27番地  

 

(8)車両等の状況 

  ①運搬車両 

名称 
保有

台数 
名称 

保有

台数 

大型(10t) コンテナ専用車 2 台 中型(4t) バキューム (風量 10 ㎥/min) 1 台 

大型(10t) タンク車 8 台 中型(4t) バキューム(風量 20 ㎥/min) 2 台 

大型(10t) ダンプ車 8 台 中型(4t) バキューム(風量 40 ㎥/min) 1 台 

大型(8t) ダンプ車 3 台 中型(4t) バキューム(風量 50 ㎥/min) 1 台 

大型(10t) バキューム (風量 10 ㎥/min) 1 台 中型(3t) バキューム (風量 10 ㎥/min) １台 

大型(10t) バキューム(風量 20 ㎥/min) １台 中型(3t) バキューム (風量 20 ㎥/min) １台 

大型(10t) バキューム(風量 40 ㎥/min) 4 台 中型(3t)  タンク車ユニック付き 1 台 

大型(10t) バキューム(風量 80 ㎥/min) １台 中型(4t)脱着装置付きコンテナ車 1 台 

大型(10t) バキューム(風量 50 ㎥/min) １台 中型(3t)  ダンプ車 1 台 

      

 ②その他車両 

名称 保有台数 名称 保有台数 

バックホー 0.70 ㎥ 4 台 油圧クラム 0.6 0 ㎥ 1 台 

バックホー 0.45 ㎥ 5 台 タイヤショベル 1 ㎥ 2 台 

バックホー 0.40 ㎥ 1 台 フォークリフト 1t  1 台 

高所作業車 １台 フォークリフト 4t 1 台 

商用車 5 台   

 

(9)事業の規模  

項  目 サイト 単位 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

売上高 全社 百万円 1,089 945 816 

従業員 全社 人 28 25 25 

敷地面積 越谷処理場 ㎡ 3,052 3,052 3,052 

 市川処理場 〃 1,342 1,342 1,342 

 営業所 〃 356 113 113 

 駐車場 〃 1,931 1,931 1,931 

 台貫所 〃 1,590 1,590 1,590 
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 製品置き場 〃 973 973 973 

 製品置き場 〃 1,946 1,946 1,946 

収集運搬量  全社 トン 38,049 31,018  19,883 

中間処理量  全社 トン 101,775 89,626 78,390 

      越谷処理場 〃 65,528 56,911 37,281 

          市川処理場 〃 36,247 32,715 41,109 

電気使用量  全社   kWh 440,772 381,752    417,471 

         越谷処理場 〃 113,365 111,032 93,282 

 市川処理場 〃 296,305 270,305  293,048 

 本社、その他 〃 31,102 31,102 31,141 

軽油使用量  全社 ℓ 270,602 270,401  222,510 

ガソリン使用量  全社 ℓ 6,422 5,783  4,949 

LPG 使用量  全社 ㎥ 21 32 39 

 越谷処理場 〃 8 26 30 

 本社、その他 〃 13 6 9 

二酸化炭素排出量 全社 t-CO2 968 887 816 

 越谷処理場 〃 251 200 154 

 市川処理場 〃 165 151 164 

 本社、その他 〃 552 535 498 

水道使用量  全社 ㎥ 141 143 142 

 本社、その他 〃 79 59 52 

 越谷処理場 〃 62 84 90 

地下水使用量 全社 ㎥ 4,930 3,664 3,664 

排水量 全社 ㎥ 5,071 3,754 3,806 

自社廃棄物処理量  全社 トン 18.9 10.2 13.09 

*電力の排出係数は両処理場は EPM の 0.558kg-CO2、その他は東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰの 0.462kg-CO2 を使用。 

(排出係数は H29 年度調整済排出係数を使用)。 
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[2] 環境経営方針 

≪環境経営方針≫ 

 

当社は、「地球環境保全に貢献する」をモットーに、無機汚泥のリサイクル再資源化事 

 

業を通して、当社の関係する環境関連の法律、規制、条例等の遵守はもとより、地球温 

 

暖化防止や資源の有効活用を図るため、課題とチャンスを踏まえ、以下の環境目標に取組 

 

み、継続的改善に努めます。 

 

(1)無機汚泥のリサイクル・再生に努めます。 

 

(2)収集運搬車両、重機類の使用する燃料や、処理場の電力を節約し、二酸化炭素排出量の 

 

削減に努めます。 

 

(3)事業所で発生する廃棄物の削減に努めます。 

 

(4)地下水使用量の削減に努めます。 

 

(5)グリーン購入、化学物質の管理、製品及びサービスの環境配慮に努めます。 

 

     当社の環境方針は、社内に掲示し、全ての従業員に周知します。 

 

また、環境活動を「環境活動レポート」に記載し公表します。 

 

                制定 2008 年 5 月 1 日 

                                   改定 2019 年 8月 1日 

 

                              有限会社 平澤興業 

                     

代表取締役 平澤 良夫  
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[ 3 ] 環境経営目標 

(a)2019 年度～2021 年度中期環境経営目標(2019 年 9月 1 日制定の当初計画) 

   

環境活動テーマ 項目 単位 
基準年度

2018 年度 

３ヵ年計画 

2019 計画 2020 計画 2021 計画 

 

 
 
 
 
 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

収集運搬車両 原単位 ℓ／t 8.06 8.05 8.04 8.03 

の軽油使用量 収集量 t 33,528 33,863 34,199 34,534 

の削減 軽油使用量 ℓ 270,284 272,599 274,956 277,307 

越谷処理場の

重機の軽油使

用量の削減 

原単位 ℓ／t 0.95 0.94 0.93 0.92 

中間処理量 t 70.209 70,911 71,613 72,315 

軽油使用量 ℓ 66,658 66,656 66,600 66,530 

越谷処理場の

電気使用量の

削減 

原単位 kWh/t 1.45 1.44 1.43 1.42 

中間処理量 t 70,209 70,911 71,613 72,315 

電気使用量 kWh 101,600 102,112 102,407 102,688 

市川処理場の

電気使用量の

削減 

原単位 kWh/t 8.33 8.32 8.31 8.30 

中間処理量 t 34,799 35,147 35,495 35,843 

電気使用量 kWh 289,911 292,423 294,963 297,497 

二酸化炭素 

排出量の削減 

原単位 kg-CO2/t 8.14 8.11 8.09 8.11 

収集量 t 33,528 33,863 34,199 34,534 

中間処理量 t 105,007 106,058 107,108 108,158 

二酸化炭素排出量総量の削減 t-CO2 1,127 1,134 1,143 1,150 

地下水使用量の削減            ㎥ 4,936 5,000 5,000 5,000 

水道水使用量の削減 ㎥ 164 162 160 158 

事業所で発生する廃棄

物の削減 

➀一般廃棄物

削減(OA 紙) 
枚数 20,000 19,000 18,000 17,000 

②産廃の削減 t 11.45 11.34  11.22  11.11  

化学物質の適正管理 

原単位    

(購入量/処理量) 
  t/t 0.025  0.024  0.023  0.022  

購入量  ﾄﾝ 2,668  2,668  2,668  2,668  

グリーン購入(事務用品購入で実施) 実施 ― 実施 実施 実施 

製品・サービスへの環境配慮 件数 ゼロ件 ゼロ件 ゼロ件 ゼロ件 

*電力の排出係数は両処理場ともＥＰＭの 0.558kg-CO2 を使用、他は東京電力の 0.462kg-CO2 を使用。 

(排出係数は H29 年度調整済排出係数を使用)。各年度の CO2 量総量には 2018 年度 LPG ガスとガソリン使用量を含ん

でいます。 

2019 年度～2021 年度中期環境目標のポイント 

①収集運搬車両の軽油使用量は収集運搬量を毎年 1％増加、原単位は毎年 0.01 削減とする。 

②重機の軽油使用量は両処理場の処理量を毎年 1％増加、原単位を毎年 0.01 削減とする。 

③両処理場の電気使用量は処理量を毎年 1％増加、原単位を毎年 0.01 削減とする。 

④地下水使用量は 2018 年度実績を維持する。 

⑤自社廃棄物の OA紙は 2018 年度実績を毎年 1000 枚削減、産廃は毎年 1％削減とする。 

⑥化学物質は購入量を 2018 年度実績を維持し、原単位は毎年 0.01 削減する。 
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⑦グリーン購入はチェックシートによる評価とする。環境配慮は漏洩事故ゼロとする。 

b)2019 年度～2021 年度の主要な環境活動内容は以下のとおりとする。 

環 境 目 標 取り組みテーマ 取り組み内容 

二酸化炭素排出量の削減 

軽油使用量の削減 

収集運搬車両のｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ

ｽﾄｯﾌﾟの教育と徹底 

車両整備の徹底 

効率的な配車推進 

車両・重機の更新 

重機類のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ徹底       

重機作業の標準化     

電気使用量の削減 

事務所のエアコン設定遵守                  

処理設備の点検・整備 

処理作業の標準化 

ガソリン使用量の削減 
社用車のエコドライブ徹底 

エコ車の導入 

LPG 使用量の削減 点けっぱなし注意 

廃棄物の削減 自社廃棄物の削減 

OA 紙の裏紙使用徹底 

ペーパーレスの推進 

分別徹底による資源化推進 

水使用量の削減 
地下水使用の削減 

洗車水の節水意識付け(外部者) 

処理水の再利用 

水道水使用の削減 節水運動 

グリーン購入 エコ商品の購入 購入品の事前調査徹底 

化学物質の適正管理 
購入品の管理 購入履歴集計、SDS 配備と教育 

化学物質の原単位管理 実績把握と改善策の調査 

製品・サービスの環境配慮 汚泥漏えい事故ゼロ 教育実施 

 

[3-1] 環境経営目標の実績 

    2021 年度の目標値と実績及び評価結果を以下に示しました。 

  尚、環境経営目標値は 2020 年度の実績から 2021 年度当初目標値を一部修正して取り組みました。      

                               (○は 100%以上達成、△は 97%～99%達成、×は 96%以下達成) 

環境目標 
2021 年度   達成率 

 % 
評価 

当初目標値 改定目標値 実績 

   

  

収集運搬車両の 

軽油使用量削減 

原単位 ℓ／t 8.03 8.03  9.21      87 × 

収集量 t 34,534 38,429 19,883  52 × 

軽油使用量 ℓ 277,307 200,602 183,063 110 ○  

越谷処理場の 

重機の軽油使用 

量削減  

原単位 ℓ／t 0.92 1.08 0.50     215 ○ 

中間処理量 t 72,315 66,183 37,281  56 ✕ 

軽油使用量 ℓ 66,530 71,478 39,457 181 〇 

 
越谷処理場の 

電気使用量削減                                                     

原単位 kWh／t 1.42 1.72 2.50   69 ✕ 

中間処理量 t 72,315 66,183 37,281  56 ✕ 

電気使用量 kWh 102,688 113,835  93,282  122 ○ 
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 市川処理場の 

電気使用量削減 

原単位 kWh／t 8.30 8.16 7.13 114 〇 

中間処理量 t 35,843 36,610  41,109 112 〇 

電気使用量 kWh 297,497 298,795  293,048  102 〇 

 

二酸化炭素 

排出量の削減 

原単位 kg-CO2/t 8.11 8.11       8.30      98 △ 

収集量 t 34,534 38,429 19,883 52 × 

中間処理量 t 108,158 102,793 78,390 76 × 

総排出量 t-CO2 1,150 1,158 816 142 ○ 

【地下水使用量の削減】         ㎥ 5,000 5,000 3,664 136 ○ 

【水道水使用量の削減】 ㎥ 158 158 142 111 ○ 

【廃棄物の削減】 ➀OA 紙 枚 17,000 17,000 32,000 53 × 

➁産廃 t 11.11 11.11 13.09 85 × 

（グリーン購入）事務用品購入で実施  ― 実施 実施 100 ○ 

【化学物質管理】 原単位   t/t 0.022 0.029 0.025 116 ○ 

購入量   t 2,668 2,981 1,729 172 ○ 

【製品・サービスへの環境配慮】   件    ゼロ件 漏洩事故 0 件 ゼロ件 100 ○ 

*電力の排出係数は両処理場とも EPM の 0.558kg-CO2 を使用、他は東京電力の 0.462kg-CO2を使用。 

(排出係数は H29 年度調整済排出係数を使用)。 

2021 年度環境活動実績について 

① 目標比で収集運搬量は 52％の達成、処理量は越谷処理場が 56％、市川処理場は 112％で全体では 73%の達

成であった。しかし、軽油使用量は収集運搬車両が目標比で 110％、重機が 181％であった。原単位は収

集運搬車両の軽油原単位は目標比 87%、重機の軽油原単位は 215%であった。電気使用量では越谷処理場は

目標比 122％、市川処理場が 102％であった。原単位は越谷処理場が 69%、市川処理場が 114%であった。 

➁ CO2 排出量は目標比 142%、原単位は 98%の達成であった。 

➂ 地下水は洗車で無駄な使用が無かった。水道水も節水が励行された。 

④ 自社廃棄物の OA 紙は取引先対応で増加した。産廃は社内ゴミの処分で 85%の達成だった。 

⑤ グリーン購入は事務用品で購入した。 

⑥ 化学物質の購入量は目標比 172%、原単位 116%の達成であった。 

⑦  環境配慮は汚泥漏洩事故ゼロ件を継続した。 

 

[ 3-2 ] 環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

   1) 2021 年度環境活動取組結果 

主要な環境活動計画の内容 2021 年度の取組結果 評価 

 

環
境
目
標
の
達
成
手
段 

  

 

収集運搬車両 ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底 徹底している。 〇 

車両・重機の更新 逐次実施している。 〇 

重機類のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ       徹底している。 ◎ 

重機作業の標準化     作業の標準化ができている。 ◎ 

節電                  徹底している。 ○ 

節電のための作業標準化 標準化出来ている。 ◎ 

洗車水の節水意識付け 
浸透している。 

外部者への協力要請を継続する。 
○ 

処理水利用の意識付け だいぶ浸透してきた。 ○ 

雨水の利用 未着手。今後も検討。 ― 

両面コピー・裏紙使用 徹底していが客先対応で増加。 ○ 
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メール等使用によるペーパーレス化  改善進行中。 ○ 

廃棄物の分別徹底                 浸透している。 ○ 

(評価点) ◎良く出来ている、〇出来ている、△やや不十分、×不十分、－取り組みなし 

  エコドライブ、節電、節水は社員に浸透した。今後は廃棄物削減について啓蒙教育を続ける。 

 

2) 緊急時対応訓練の実施 

2021 年度は市川処理場で汚泥流出緊急事態対応訓練を実施しました。 

        ➀漏洩発見              ➁工場長へ通報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ➂漏洩箇所確認         ④側溝への流出防止(土嚢設置) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤流出防止確認と手順確認 
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3)2022 年度～2024 年度中期活動経営目標 

(2022 年 8月 1日制定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

*電力の排出係数は 2021 年度は EPM の 0.558kg-CO2 と東京電力エナジーパートナーの 0.462kg-CO2を 

使用。(排出係数は H29 年度調整済排出係数を使用)。 

2022 年度～2024 年度は EPM の 0.580kg-CO2 と東京電力エナジーパートナー0.457kg-CO2 

(排出係数は R4年度調整済排出係数を使用) 

 

2022年度 2023年度 2024年度

収集運搬車両 原単位 ℓ／ﾄﾝ 9.21 9.20 9.19 9.18

の軽油使用量 収集量 ﾄﾝ 19,883 20,082 20,283 20,485

の削減 軽油使用量 ℓ 183,063 184,753 186,398 188,057

越谷工場重機 原単位 ℓ／ﾄﾝ 0.50 0.49 0.48 0.47

の軽油使用量 中間処理量 ﾄﾝ 37,281 37,654 38,030 38,411

の削減 軽油使用量 ℓ 39,457 18,450 18,255 18,053

越谷工場の 原単位 kWh/ﾄﾝ 2.50 2.49 2.48 2.47

電気使用量の 中間処理量   ﾄﾝ 37,281 37,654 38,030 38,411

削減 電気使用量 kWh 93,282 93,758 94,315 94,874

市川工場の 原単位 kWh/ﾄﾝ 7.13 7.12 7.11 7.10

電気使用量の
削減

中間処理量 ﾄﾝ 41,109 41,520 41,935 42,355

電気使用量 kWh 293,048 295,623 298,160 300,718

新営業所 kWh 3,153 3,153 3,153 3,153

その他 kWh 19,244 19,244 19,244 19,244

ガソリン 営業所 ℓ 4,949 4,949 4,949 4,949

営業所 ㎥ 30 30 30 30

越谷工場 ㎥ 9 9 9 9

原単位
kg-CO2/ﾄ

ﾝ
8.30 8.29 8.28 8.27

収集量 ﾄﾝ 19,883 20,082 20,283 20,485

中間処理量 ﾄﾝ 78,390 79,174 79,966 80,765

t-CO2 816 772 778 783

全社 ㎥ 3,664 3,664 3,664 3,664

営業所 ㎥ 52 52 52 52

越谷工場 ㎥ 90 90 90 90

①一般廃削
減

OA紙枚 32,000 31,680 31,363 31,050

②産廃の削
減

     ﾄﾝ 13.09 12.96 12.83 12.70

原単位
購入量/処理

量
0.025 0.024 0.023 0.022

　購入量 ﾄﾝ 1,729 1,900 1,839 1,777

　  ― 　―

営業所の電気
使用量

LPG使用量

事業所で発生する廃棄物
の削減

環境活動テーマ 項目 単位
基準年度

2021年度

目標値

 

 

 

 

 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

二酸化炭素排
出量の削減

二酸化炭素排出量総量の削
減

地下水使用量の削減

水道水使用量

化学物質の適正管理

グリーン購入 進捗管理表にて評価

製品・サービスへの環境配慮 汚泥漏洩事故ゼロ件
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   収集量と処理量は市況が依然として回復の見込みが立たないので 2021 年度実績を毎年 1%増加とします。 

電気・軽油・化学物質については 2021 年度の原単位実績を毎年 0.01 削減とします。 

   営業所の電気使用量、ガソリン、LPG、水使用量及び地下水使用量は 2021 年度実績維持とします。 

化学物質の使用は 2021 年度の原単位を 0.001 削減とします。 

環境経営活動計画は 10ページの活動を継続します。 

[ 4 ] 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

   当社の関係する環境法令は以下のとおりです。  

1 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

2 埼玉県廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行細則 

3 千葉県廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行細則 

4 千葉県廃棄物の処理の適正化に関する条例 

5 千葉県県外産業廃棄物の適正処理に関する指導要綱 

6 道路交通法 

7 自動車 NOx・Sox 法 

8 埼玉県生活環境保全条例 

9 越谷市環境条例 

10 市川市環境保全条例 

11 消防法 

12 計量法 

13 騒音規制法 

14 振動規制法 

15 労働安全衛生法 

16 浄化槽法 

17 フロン排出抑制法 

   2021 年 8 月 1 日から 2022 年 7 月 31 日の期間について、2022 年 8 月 30 日に環境関係 

法令等の遵守状況を確認した結果、環境関係法令等への違反はありませんでした。 

  また、過去 3 年間、関係当局からの違反等の指摘はなく訴訟もありませんでした。  

[ 5 ] 代表者による全体評価と見直しの結果 

   2022 年 8 月 20 日に社長によるエコアクション 21 活動の取組状況の全体評価と、見直しが行われ下記の

指示があった。2021 年度はコロナ禍による経済の停滞で公共工事を含めた建設工事件数が減少しました。

この影響を受けて、当社の汚泥収集量は減少し、中間処理量も減少しました。特に越谷工場の処理量が大き

く未達成となりました。その結果、収集運搬車両と越谷処理場の重機の軽油使用量は使用量が減少し目標を

達成しました。しかし、原単位は両者とも未達成となりました。又、電気使用量も同様に両工場とも目標を

達成しましたが、越谷工場の原単位は未達成となりました。しかし、市川工場は処理量の増加で原単位目標

は達成しました。CO2 排出量は電気と軽油削減で目標を達成しましたが、原単位については未達成でした。

一方、水使用量(地下水・水道水)については節水の浸透で目標を達成しました。これらの結果からも EA21

で取り組んでいる節電・エコドライブ・節水が遵守されていることを改めて確認しました。 

又、自社廃棄物では OA 紙の使用枚数は客先対応で未達成でした。又、産廃も不要物の処分で未達でした。 

2022 年度からは 2021 年度の実績を基に策定した新 3 か年中期計画に基づき活動を進めます。 

  (1)環境経営方針- - - 変更なし。       

  (2)環境目標- - - 2021 年度は 2020 年度実績を基に中期環境経営目標を見直しして取組む。  

(3)環境経営システム- - - 組織体制を含めて変更なし。                   以上          


